
２月議会で違法性が指摘され取り下げたごみ処理有料化に向けての条例が、6 月議会で再提案され、可

決しました。神奈川ネットワーク運動は、この条例に反対しました。理由は以下の通りです。 

①有料化は失政のつけ 

現ごみ処理基本計画は、生ごみ資源化施設の代替案として、2 か月余りの急ごしらえで市長が職員に作

らせたものです。当初の計画では、約 1 万 4000 トンのごみ減量が示されました。議会が反対する中、市

長が「できる」を繰り返し強引に進めてきた結果、多くの施策は失敗し、結局「やりたくない」と言っ

ていた有料化に舵を切ることになりました。失敗のつけを市民がかぶることになったのです。 

②有料化実施でも 3万トンを切らない 

今泉での焼却を終え、名越 1 か所での焼却になる平成 27 年度には年間焼却量を 3 万トン以下にしなけ

ればなりませんが、市が試算した現実的な見込みでは、3 万 1637 トンであることが分かりました。有料

化を実施しても 3 万トンを切る見通しを持っていないのです。ごみ処理基本計画は破綻しています。 

③戸別収集の見積りを隠ぺい？ 

市が積算した戸別収集に係る見積りとは別に、昨年 11月に許可業者が出したものが存在していました。

市が試算した 7100 万円の赤字に対して、業者の見積りでは 7 億円の赤字になる計算です。昨年 12 月議

会で、戸別収集は市民の理解が得られていないとして先送りする方針転換をしました。理由は別にあっ

たのではないかと疑われます。 

④有料化の収入は何に使うの？ 

ごみ処理基本計画では、戸別収集と有料化はセットになっています。有料化で得られた収入は、施設

建設基金に積み立てるとしていますが、戸別収集に係る経費は莫大で、基金どころではありません。仮

に戸別収集を実施しないとしても、有料化による収入の使途は不明で、日常のごみ処理経費に使われる

ことも考えられ、看過できません。 

⑤事業系ごみはもっと減る 

分別せずに排出する事業者があり、まちの中で収集業者が分別している姿が散見されます。他市のご

み混入も発覚しました。たびたび指摘しましたが、市は放置してきました。 

⑥新焼却炉の整備を急げ 

新焼却炉では焼却量を 3 万トン以下にする制約はありません。32 億円もかけた名越の大規模修繕は失

敗で、新焼却炉建設を急ぐべきです。 

 
  

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新焼却炉４候補地選定 
①野村総合研究所跡地 

②深沢地域総合整備事業区域内市有地 

③山崎浄化センター 

④深沢クリーンセンター 
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カンパとボランティアで活動/ 問題解決はミニフォーラムで/毎月第 2土曜は市政サロン開催 
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間違いだらけのごみ処理有料化には反対！ 

      

鎌倉市議会議員 
総務常任委員会 
副委員長 

 

補正予算審査は延期 

来年 1月 15日から実施予定のごみ処理有料化の経費 7935万 7000

円を含む補正予算案は、追加資料の提出を待ち、十分審査する必

要がある等の理由で、総務常任委員会で継続審査となった。7月上

旬に改めて審査が行なわれる見込み。 

議会報告会を開催  7月 25日（金）10：00～11：30鎌倉生涯学習センター第 7集会室 
ごみ問題について  7月 29日（火）10：00～11：30大船学習センター第 3集会室 


